
事前評価個表

整理番号 ３２

地域（地区）名 渡良瀬川地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
わ た ら せ が わ

計画策定主体 栃木県 対 象 市 町 村 鹿沼市ほか５市町

事業実施期間 Ｈ２３ ～ Ｈ２７ （５年間） 事業実施主体 県、市町、森林組合、森林所有者等

事業の概要・目
的 渡良瀬川地域は栃木県の南西部に位置し、北西部は日光火山群に連なり、この東方の山地

帯、関東平野の一部を構成する平地へと続いている。総土地面積は169千haで県土の26％を占
め、森林面積は73.3（うち民有林70.2）千ha、地域内の森林率は43％であり、このうち民有人
工林は44.4千haで人工林率は63％と県内３流域の中で最も高くなっている。本計画ではこのう
ち４市１町を対象としている。

北西部鹿沼市、また南西部足利市から佐野市にかけての山地はスギ・ヒノキの生育に適して
おり、古くから人工林施業による素材生産が盛んに行われ、日光林業地域、県南林業地域を形
成している。南東部里山地帯は３つの県立自然公園を擁し、都市近郊からのアクセスも良く保
健・休養の場として広く利用されている。また本地域内の森林は、地域内はもとより下流都県
の重要な水源林となっており、水資源のかん養、山地災害防止に加え、地球温暖化防止等多様
な公益的機能の高度発揮が求められている。

本地域人工林は齢級構成のピークがⅩ齢級前後となっており、利用期を迎えた充実した森林
資源を有するものの、林業採算性の悪化や不在村森林所有者の増加等から林業生産活動の停滞
や必要な施業の遅れが生じており、さらに近年では北西部の人工林ではシカ・クマによる林木
への食害・剥皮被害が甚大であり、これらの対策が喫緊の課題となっている。

このことから、本事業では低コストで効率的な施業を進めるための集約化を図り、Ⅰ～Ⅲ齢
級の人工林については引き続き適正な森林造成を目的とした下刈、除伐を行うとともに、Ⅵ～
ⅩⅡ齢級の林分については路網整備と併せた搬出間伐により材の搬出を積極的に進めていく。
また公益的機能の高度発揮に向け、奥地等条件不利人工林の広葉樹林への誘導や、これら施業
と併せ野生獣による被害への対策の実施や里山における多様な森づくりを推進していく。

事業内容・事業 森林整備：4,612ha
費 人工造林、樹下植栽等、下刈り、除伐、間伐、森林作業道等

総事業費：1,947,597千円

費用対効果分析 B/C ＝ 2.60
結果

評価結果
必要性：保育対象林分の現状からみて必要性が高い。

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：森林資源の有効活用の観点、併せて森林整備による水源かん養、土砂流出防備、また
多様な森づくりによる生物多様性等公益的機能の維持増進の観点から有効である。

充実期を迎えた森林資源を背景に、林業生産活動が持続的に実施されることによる山村地域
の活性化や、適正な森林整備を通じた森林の持つ公益的機能の高度発揮が期待できる計画とな
っているとともに、費用対効果等の採択要件も満たしていることから平成２３年度から本計画
を実施することは適当である。



整理番号 32

事業名：森林環境保全整備事業 栃木県
地域名：渡良瀬川 （単位：千円）

評価額

3,555,596

301,459

1,729,958

3,656,232

487,800

327,547

10,058,592

3,861,590

10,058,592

3,861,590

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 2.60

環境保全便益 炭素固定便益

木材生産便益 木材生産確保・促進便益

水質浄化便益

山地保全便益 土砂流出防止便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源かん養便益

洪水防止便益

流域貯水便益



鹿沼市

栃木市

鹿沼市森林組合木材共販所

栃木県森連鹿沼共販所

みかも森林組合原木市場

（株）鹿沼原木市場

西方町

森林環境保全整備事業 渡良瀬川地域（栃木県）概要図

栃木県内での位置

渡良瀬川地域

鹿沼市

栃木市

佐野市

足利市

鹿沼市森林組合木材共販所

栃木県森連鹿沼共販所

みかも森林組合原木市場

（株）鹿沼原木市場

西方町

森林環境保全整備事業 渡良瀬川地域（栃木県）概要図
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事前評価個表

整理番号 ３３

地域（地区）名 吾妻地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
あがつま

計画策定主体 群馬県 対 象 市 町 村 中之条町ほか４町村

事業実施期間 Ｈ２３ ～ Ｈ２７ （５年間） 事業実施主体 林業公社、森林組合、森林所有者等

事業の概要・目
的 本地域は群馬県の北西部に位置し、総面積は127,827ｈａ、森林面積は102,305ｈａ（森林率8

0％）である。民有林面積は44,065ｈａでスギ、カラマツを主体とした人工林の面積は21,202ｈ
ａ（人工林率48％）となっている。
また、本地域の林道延長は285ｋｍ（林道密度6.5ｍ／ｈａ）で、このほかに作業道532ｋｍが

整備されており、林内道路密度は18.5m/haとなっている。

本地域の民有林人工林については、４齢級から12齢級までの森林が約87％を占めており、間
伐等の整備が必要な森林が多くなっている。また、所有森林の現状は、小規模零細な森林所有
者が多く、採算性の問題等から整備が進まない森林も多くある。

このことから、森林環境保全整備事業計画書を作成し、これに基づく森林整備を推進する必
要がある。特に間伐については、小規模で複数の施業地を効率よく整備するため、路網整備を
含めた施業の集約化を行い、来年度より稼働する渋川県産材センター等と連携しながら搬出間
伐を推進し、県産材自給率の向上、森林所有者の所得向上及び地域経済の活性化を図る。
また、本計画により適切な森林整備の推進することにより、水源かん養及び二酸化炭素の固

定等、森林の持つ多面的機能の維持増進を図る。

事業内容・事業 森林整備：3,926ha
費 人工造林、下刈り、枝打ち、除伐、間伐、森林作業道等

総事業費：1,517,385千円

費用対効果分析 B/C ＝ 4.09
結果

評価結果
必要性：保育対象林分の現状からみて必要性が高い。

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：集約化施業を行うことにより、低コスト化が図られ、森林所有者の負担が軽減し、さ
らなる森林整備の推進が図られる。また、森林整備が推進することにより水源かん養
及び二酸化炭素の固定等の森林の持つ多面的機能の維持増進も図られるため、有効性
が高い。

森林は，多様な機能を有しているがこれらの機能は一度失うと回復に長時間を要することか
ら，適時適切な施業を計画的に実施することが不可欠である。
本計画は，森林の齢級構成等に応じた適切な森林整備等の計画をしているほか，効率性・有

効性が認められ，採択要件も全て満たしている。
このため，森林環境保全整備事業計画として実施することが適当である。



整理番号 33

事業名：森林環境保全整備事業 群馬県
地域名：吾妻 （単位：千円）

評価額

2,107,380

695,703

1,187,733

2,662,343

51,660

515,754

1,538,981

8,759,554

2,137,893

8,759,554

2,137,893

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

洪水防止便益

水源かん養便益 流域貯水便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 4.09

土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

水質浄化便益

木材生産確保・促進便益

山地保全便益

環境保全便益

木材生産便益

炭素固定便益



東吾妻町

高山村

長野原町

草津町

嬬恋村

中之条町

森林環境保全整備事業　　吾妻地域　　（群馬県） 概要図

東吾妻町

高山村

長野原町

草津町

嬬恋村

中之条町

森林環境保全整備事業　　吾妻地域　　（群馬県） 概要図



事前評価個表

整理番号 ３４

地域（地区）名 利根下 流 地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
と ね か りゆう

計画策定主体 群馬県 対 象 市 町 村 前橋市ほか５市町村

事業実施期間 Ｈ２３ ～ Ｈ２７ （５年間） 事業実施主体 林業公社、森林組合、森林所有者等

事業の概要・目
的 本地域は群馬県の中央部から南東部に位置し、総面積は161,828ｈａ、森林面積は59,821ｈａ

（森林率37％）である。民有林面積は48,287ｈａでスギ、マツを主体とした人工林の面積は27,
175ｈａ（人工林率56％）となっている。

また、本地域の林道延長は450ｋｍ（林道密度9.3ｍ／ｈａ）で、このほかに作業道666ｋｍが
整備されており、林内道路密度は23.1m/haとなっている。

本地域の民有林人工林については、４齢級から12齢級までの森林が約82％を占めており、間
伐等の整備が必要な森林が多くなっている。また、所有森林の現状は、小規模零細な森林所有
者が多く、採算性の問題等から整備が進まない森林も多くある。

このことから、森林環境保全整備事業計画書を作成し、これに基づく森林整備を推進する必
要がある。特に間伐については、小規模で複数の施業地を効率よく整備するため、路網整備を
含めた施業の集約化を行い、来年度より稼働する渋川県産材センター等と連携しながら搬出間
伐を推進し、県産材自給率の向上、森林所有者の所得向上及び地域経済の活性化を図る。

また、本計画により適切な森林整備の推進することにより、水源かん養及び二酸化炭素の固
定等、森林の持つ多面的機能の維持増進を図る。

事業内容・事業 森林整備：3,484ha
費 人工造林、下刈り、枝打ち、除伐、間伐、森林作業道等

総事業費：1,484,956千円

費用対効果分析 B/C ＝ 3.97
結果

評価結果
必要性：保育対象林分の現状からみて必要性が高い。

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：集約化施業を行うことにより、低コスト化が図られ、森林所有者の負担が軽減し、さ
らなる森林整備の推進が図られる。また、森林整備が推進することにより水源かん養
及び二酸化炭素の固定等の森林の持つ多面的機能の維持増進も図られるため、有効性
が高い。

森林は，多様な機能を有しているがこれらの機能は一度失うと回復に長時間を要することか
ら，適時適切な施業を計画的に実施することが不可欠である。

本計画は，森林の齢級構成等に応じた適切な森林整備等の計画をしているほか，効率性・有
効性が認められ，採択要件も全て満たしている。

このため，森林環境保全整備事業計画として実施することが適当である。



整理番号 34

事業名：森林環境保全整備事業 群馬県
地域名：利根下流 （単位：千円）

評価額

2,194,168

633,809

1,082,062

2,425,489

47,007

453,105

1,400,818

8,236,458

2,071,655

8,236,458

2,071,655

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 3.97

環境保全便益 炭素固定便益

木材生産便益 木材生産確保・促進便益

水質浄化便益

山地保全便益
土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源かん養便益

洪水防止便益

流域貯水便益



前橋市

桐生市

みどり市
渋川市

榛東村

吉岡町

森林環境保全整備事業　利根下流地域（群馬県）　概要図

前橋市

桐生市

みどり市
渋川市

榛東村

吉岡町

森林環境保全整備事業　利根下流地域（群馬県）　概要図



事前評価個表

整理番号 ３５

地域（地区）名 西毛地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
せいもう

計画策定主体 群馬県 対 象 市 町 村 高崎市ほか８市町村

事業実施期間 Ｈ２３ ～ Ｈ２７ （５年間） 事業実施主体 林業公社、森林組合、森林所有者等

事業の概要・目
的 本地域は群馬県の南西部に位置し、総面積は170,086ｈａ、森林面積は111,150ｈａ（森林率6

5％）である。民有林面積は81,623ｈａでスギ、ヒノキを主体とした人工林の面積は44,450ｈａ
（人工林率54％）となっている。
また、本地域の林道延長は624ｋｍ（林道密度7.6ｍ／ｈａ）で、このほかに作業道1,189ｋｍ

が整備されており、林内道路密度は22.2m/haとなっている。

本地域の民有林人工林については、４齢級から12齢級までの森林が約82％を占めており、間
伐等の整備が必要な森林が多くなっている。また、所有森林の現状は、小規模零細な森林所有
者が多く、採算性の問題等から整備が進まない森林も多くある。

このことから、森林環境保全整備事業計画書を作成し、これに基づく森林整備を推進する必
要がある。特に間伐については、小規模で複数の施業地を効率よく整備するため、路網整備を
含めた施業の集約化を行い、来年度より稼働する県産材センター等と連携しながら搬出間伐を
推進し、県産材自給率の向上、森林所有者の所得向上及び地域経済の活性化を図る。
また、本計画により適切な森林整備の推進することにより、水源かん養及び二酸化炭素の固

定等、森林の持つ多面的機能の維持増進を図る。

事業内容・事業 森林整備：5,890ha
費 人工造林、樹下植栽等、下刈り、雪起こし、除伐、間伐、森林作業道等

総事業費：2,746,086千円

費用対効果分析 B/C ＝ 4.41
結果

評価結果
必要性：保育対象林分の現状からみて必要性が高い。

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：集約化施業を行うことにより、低コスト化が図られ、森林所有者の負担が軽減し、さ
らなる森林整備の推進が図られる。また、森林整備が推進することにより水源かん養
及び二酸化炭素の固定等の森林の持つ多面的機能の維持増進も図られるため、有効性
が高い。

森林は，多様な機能を有しているがこれらの機能は一度失うと回復に長時間を要することか
ら，適時適切な施業を計画的に実施することが不可欠である。
本計画は，森林の齢級構成等に応じた適切な森林整備等の計画をしているほか，効率性・有

効性が認められ，採択要件も全て満たしている。
このため，森林環境保全整備事業計画として実施することが適当である。



整理番号 35

事業名：森林環境保全整備事業 群馬県
地域名：西毛 （単位：千円）

評価額

4,166,959

1,203,673

2,054,960

4,606,258

87,683

831,581

2,769,357

15,720,471

3,562,263

15,720,471

3,562,263

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 4.41

環境保全便益 炭素固定便益

木材生産便益 木材生産確保・促進便益

水質浄化便益

山地保全便益
土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源かん養便益

洪水防止便益

流域貯水便益



高崎市

藤岡市
富岡市下仁田町

安中市

甘楽町

森林環境保全整備事業 西毛地域（群馬県） 概要図

高崎市

藤岡市
富岡市下仁田町

南牧村

安中市

甘楽町

上野村

神流町

森林環境保全整備事業 西毛地域（群馬県） 概要図
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